
１年次 ２年次 3年次 ４年次 育成する人材像

大学での学びの基礎を固める アカデミック･スキルズ

大学での学びの基礎を固める SDGs×大学生

大学での学びの基礎を固める Fundamentals of English I

大学での学びの基礎を固める Fundamentals of English II

大学での学びの基礎を固める Oral Fluency I

大学での学びの基礎を固める Oral Fluency II

大学での学びの基礎を固める TOEIC Preparation A

大学での学びの基礎を固める TOEIC Preparation B

大学での学びの基礎を固める TOEIC Preparation C

大学での学びの基礎を固める TOEIC Preparation D

大学での学びの基礎を固める English for Specific Purposes A

大学での学びの基礎を固める English for Specific Purposes B

大学での学びの基礎を固める English for Advanced Studies A

大学での学びの基礎を固める English for Advanced Studies B

大学での学びの基礎を固める 中国語I

大学での学びの基礎を固める 中国語II

大学での学びの基礎を固める 韓国語I

大学での学びの基礎を固める 韓国語II

大学での学びの基礎を固める スペイン語I

大学での学びの基礎を固める スペイン語II

大学での学びの基礎を固める ドイツ語I

大学での学びの基礎を固める ドイツ語II

大学での学びの基礎を固める フランス語I

大学での学びの基礎を固める フランス語II

大学での学びの基礎を固める ハンガリー語I

大学での学びの基礎を固める ハンガリー語II

大学での学びの基礎を固める ポーランド語I

大学での学びの基礎を固める ポーランド語II

大学での学びの基礎を固める チェコ語I

大学での学びの基礎を固める チェコ語II

大学での学びの基礎を固める 日本語I

大学での学びの基礎を固める 日本語II

大学での学びの基礎を固める 統合日本語I

大学での学びの基礎を固める 統合日本語II

大学での学びの基礎を固める 日本語アカデミック･ライティング

大学での学びの基礎を固める 日本語アカデミック･スピーキング

大学での学びの基礎を固める 社会と文化の日本語A

大学での学びの基礎を固める 社会と文化の日本語B

現象世界をつかむ データ分析の基礎(解析)

現象世界をつかむ データ分析の基礎(線形代数)

現象世界をつかむ 自然科学概論(物質･宇宙･エネルギー)

現象世界をつかむ 生命現象の理解とその応用－生命科学

現象世界をつかむ 環境科学

現象世界をつかむ 食環境論

現象世界をつかむ 香りと環境

現象世界をつかむ 情報セキュリティA BG優先

現象世界をつかむ 情報社会と情報倫理 XA優先、BG優先

現象世界をつかむ 人工知能論 XA優先

現象世界をつかむ データサイエンスI

現象世界をつかむ データサイエンスII 統計学

現象世界をつかむ 身体の理解

現象世界をつかむ デジタルアプリA

現象世界をつかむ デジタルアプリB

現象世界をつかむ 生物からみた環境の仕組み‐生態学

現象世界をつかむ インターネット配信 XA優先

現代社会の課題に挑戦する エリアスタディーズA 教職履修者優先

現代社会の課題に挑戦する エリアスタディーズB

現代社会の課題に挑戦する 観光の現在と未来

現代社会の課題に挑戦する ヘルスツーリズム

現代社会の課題に挑戦する 社会心理学 生活と文化

現代社会の課題に挑戦する 生涯スポーツ概論 教職履修者優先

現代社会の課題に挑戦する スポーツ社会学

現代社会の課題に挑戦する ボランティア論

現代社会の課題に挑戦する 国際日本学

現代社会の課題に挑戦する コミュニケーションの基礎

現代社会の課題に挑戦する 域学共創プロジェクトA

現代社会の課題に挑戦する 域学共創プロジェクトB

現代社会の課題に挑戦する 域学共創プロジェクトC

現代社会の課題に挑戦する 域学共創プロジェクトD

現代社会の課題に挑戦する 域学共創プロジェクトE

現代社会の課題に挑戦する 域学共創プロジェクトF

現代社会の課題に挑戦する 域学共創プロジェクトG

現代社会の課題に挑戦する 域学共創プロジェクトH

現代社会の課題に挑戦する 域学共創プロジェクトI

現代社会の課題に挑戦する 域学共創プロジェクトJ

歴史をひもとく 史学概論

歴史をひもとく 日本の歴史A

歴史をひもとく 日本の歴史B

歴史をひもとく 西洋史概論

歴史をひもとく アジア史概論

歴史をひもとく 現代史入門 XA優先

歴史をひもとく 人類とものづくり

歴史をひもとく 房総の文化と歴史

歴史をひもとく 科学史

歴史をひもとく 映像メディア史 XA優先

歴史をひもとく 音楽史 XA優先

社会の構造的変動をとらえる 政治学入門 教職履修者優先 国際関係論 教職履修者優先

社会の構造的変動をとらえる 経済学入門

社会の構造的変動をとらえる 経済原論A

社会の構造的変動をとらえる 経済原論B

社会の構造的変動をとらえる 社会と経営

社会の構造的変動をとらえる 社会と会計

社会の構造的変動をとらえる マーケティング論 BG優先XA優先

社会の構造的変動をとらえる 広告戦略論 XA優先

社会の構造的変動をとらえる 社会学 XA担当教員クラスはXA優先 社会調査

社会の構造的変動をとらえる 法律学概論 教職履修者優先 民法A

社会の構造的変動をとらえる 日本国憲法 教職履修者優先 商法

社会の構造的変動をとらえる 著作権 XA優先

社会の構造的変動をとらえる 社会福祉学A 社会福祉学B

社会の構造的変動をとらえる 経営情報基礎論A BG優先

世界を創造する 地理学A 教職履修者優先

世界を創造する 地理学B 教職履修者優先

世界を創造する 世界遺産のいま

世界を創造する 西洋美術

世界を創造する 美学･芸術学

観光学部 観光学科

では、下記の力を有

する人材を育成しま

す。

・観光と社会の双方

について基本的な知

識を身に付け、適切

に理解して活用する

ことができる。

・グローバルな視点

から、多様な背景、

価値観、文化を持つ

人々を理解する教養

を身に付け、適切に

理解して行動するこ

とができる。

・国内外でグローバ

ル化が進む社会にお

いて求められる語学

力、情報リテラ

シー、プロジェクト

のマネジメントにつ

いて理解し活用する

ことができる。

・グループワークに

必要なコミュニケー

ション能力を身に付

け、相手の立場に

立って考え、共感力

を引き出すことがで

きる。

・社会人として必要

な倫理性を身に付

け、多様な価値観を

認める寛容さと他者

理解の上に立つ共感

力、豊かな表現力を

持って、持続可能な

社会の構築に向けて

連携・協働すること

ができる。

・現場での活動を通

して身に付けた「や

り抜く力」を活か

し、主体的に課題を

発見し、解決に向け

て行動することがで

きる。

・生涯にわたって学

習し自己研鑽を重ね

る意欲のもと、社会

が求める知識・技能

を持続的に高めなが

ら、観光の新しい価

値の創出に努めるこ

とができる。

観光学部　教育課程系統図　2022年度版

科目の系統 養成する力

全学部共通基盤科目とは、建学の精神「学問による人間形成」を力強く前進

させ、創立30年を迎えて新たな時代を切り拓いていく総合大学ならではの文

理融合型リベラルアーツ教育です。

インダストリー4.0、ソサエティ 5.0、AIとデータサイエンス、ロボティクス

の進歩などの「人類史の大きな転換」を見据え、「持続可能な開発」（サス

テイナブル・ディヴェロップメント）など複雑な現実社会の課題の解決に向

けて、各人が文理という過去の学問の境を越えて探求する精神と実践力をは

ぐくむ教育です。JIUのひとりひとりの教員が持っている力をあわせ、専門

研究の最前線における世界的視野に立って、学生一人一人の学びの充実を図

る学部の枠を超えた基盤教育です。

以下のカテゴリーに分かれています。

1.大学での学びの基盤を固める―文献を調べる、論文を書く、プレゼンテー

ションをする、議論するための基礎を学ぶ

2.現象世界をつかむ―科学と技術の未来を切り拓く実験科学の知見、数理的

思考を深める

3.現代社会の課題に挑戦する―学問の領域を超えて複眼的思考を身につけ、

複雑な現代社会の課題に挑戦する

4.歴史をひもとく―歴史を読み解く力により、現代社会の通念をうち破り、

未来社会を切り拓く

5.社会の構造的変動をとらえる―現代社会が直面する複合的な課題を構造的

に分析する力を養う

6.世界を創造する―文化、芸術、文学を全人的に体験して創造力を高める

7.知の知を追究する―人間性の本質を探究し、新しい時代の理念、理想を追

究する

8.心と身体の充実をはかるートレーニング、チームプレー、ゲーム参加など

を通して、豊かな人間性、社会性を育む

※「観光の現在と未来」は必修科目

※オレンジの科目は「選択（推奨）」科目



世界を創造する 表象文化研究 XA優先

世界を創造する 日本の現代文化

世界を創造する 日本の伝統文化

世界を創造する 日本文学概論 日本の文学(古典)

世界を創造する 日本語表現 日本の文学(近･現代)

世界を創造する 文学のはじまりー古代ギリシア･ローマの文学

世界を創造する 世界の文学

世界を創造する 演劇研究 XA優先

世界を創造する 古典芸能研究 XA優先

知の知を追究する 教育学

知の知を追究する 心理学

知の知を追究する 基礎の数学

知の知を追究する ジェンダー論

知の知を追究する 根拠への問い－哲学へのとびら

知の知を追究する 宗教学概論 教職履修者優先

知の知を追究する 倫理学概論 教職履修者優先

知の知を追究する 文化人類学

知の知を追究する 異文化適応論

知の知を追究する 比較文化概論

知の知を追究する 言語学概論

心と身体の充実をはかる スポーツ科学A 教職履修者優先

心と身体の充実をはかる スポーツ科学B 教職履修者優先

心と身体の充実をはかる しゃべりのスキルUp I XA優先

English Skills for International Tourism

English for Tourism A

English for Tourism B

アカデミック・スキルズを履修 キャリア形成D キャリア形成H キャリア形成L

キャリア形成A キャリア形成E キャリア形成I キャリア形成M

キャリア形成B キャリア形成F キャリア形成J キャリア形成N

キャリア形成C キャリア形成G キャリア形成K キャリア形成O

観光実務

観光ビジネス特別講座

デジタルアプリA

デジタルアプリB

観光政策

観光まちづくり概論

アジア観光研究

欧米観光研究

観光ゼミナールA 観光ゼミナールC 

観光ゼミナールB 観光ゼミナールD 

卒業論文

観光学部 観光学科

では、下記の力を有

する人材を育成しま

す。

・観光と社会の双方

について基本的な知

識を身に付け、適切

に理解して活用する

ことができる。

・グローバルな視点

から、多様な背景、

価値観、文化を持つ

人々を理解する教養

を身に付け、適切に

理解して行動するこ

とができる。

・国内外でグローバ

ル化が進む社会にお

いて求められる語学

力、情報リテラ

シー、プロジェクト

のマネジメントにつ

いて理解し活用する

ことができる。

・グループワークに

必要なコミュニケー

ション能力を身に付

け、相手の立場に

立って考え、共感力

を引き出すことがで

きる。

・社会人として必要

な倫理性を身に付

け、多様な価値観を

認める寛容さと他者

理解の上に立つ共感

力、豊かな表現力を

持って、持続可能な

社会の構築に向けて

連携・協働すること

ができる。

・現場での活動を通

して身に付けた「や

り抜く力」を活か

し、主体的に課題を

発見し、解決に向け

て行動することがで

きる。

・生涯にわたって学

習し自己研鑽を重ね

る意欲のもと、社会

が求める知識・技能

を持続的に高めなが

ら、観光の新しい価

値の創出に努めるこ

とができる。

ゼミ研究・実践

イベント・ブライダルビジネス

旅行ビジネス

ホテル・旅館ビジネス

エアライン・鉄道ビジネス

観光まちづくり 

観光地経営 

観光と食農・漁業

旅行ビジネス基礎 【観光専門基礎力】

観光学部の学びの要素である「観光ビジネス（緑）」「観光まちづくり

（青）」「観光メディア（黄）」に関わる基礎を修得することができる。
観光マーケティング

観光メディアリテラシーA

観光メディアリテラシーB

インターンシップ（海外）

インターンシップ（長期）

専門科目群Ⅱ

観光プロジェクトA 【実践力・研究力】

自ら考え、実践する体感的な学びを通して、調査・研究・連携・提案・発表

といった一連の流れを身につけ、専門性を深化する。
観光プロジェクトB

観光メディア制作応用A

観光メディア制作応用B

専門科目群Ⅰ 観光学

観光ビジネス経営管理 【観光ビジネス・マネジメント力（緑）】

観光を提供する観光業界に関わる専門知識、およびホスピタリティ、コミュ

ニケーション、マネジメント・財務などのビジネスマインドを修得すること

ができる。

【観光まちづくり・プランニング力（青）】

観光を誘引する観光まちづくりに関わる専門知識、および地域との共生や地

域経営の視点を修得することができる。

【観光メディア・デザイン力（黄）】

観光を誘引する観光メディアに関する実践的な学修を通して、広報活動、情

報発信などの具体的なメディアのスキルを修得することができる。

【国際観光力】

国内あるいは国外（アジア圏や欧州・米国など）の様々な事例を通じて、地

域の特性や最新の観光事情を修得することができる。

開発経済学

観光メディア制作基礎A

観光メディア制作基礎B

地域観光

ニューツーリズム

インターンシップ（国内）

専門基礎科目群 観光基礎

観光と社会 【観光学基礎力】

観光学における基礎的素養として、観光固有の事項や観光と社会の関わりに

おける様々な事象について広く修得することができる。
観光地理概論

観光人類学

観光行動論

観光と芸術

観光と自然資源

観光と文化財

ビジネス日本語 I

ビジネス日本語 II

キャリア日本語A（就職）

メディアスキル

【メディアスキル】

基礎的なコンピューターの知識を身につけ、Microsoft Officeなどの標準的

なアプリケーション、あるいはAdobe IllustratorやPremiereProなどの応用

的なアプリケーションを扱う力を身につけることができる。
デジタルメディアA

デジタルメディアB

キャリア形成

【キャリア形成力】

大学生活のための導入学修から就職活動に向けた地力を修得することができ

る。全学部共通基盤科目「スタディ・スキルズ（1年次１Q開講科目）」を履

修し、１年次から４年次まで継続的に履修することで最大限の学修効果が期

待できる。

【異文化理解力・現場力・就業力】

幅広い体験を通して、海外や国内における観光地の取り組みを「現場での体

験」を通して学ぶとともに、多様な価値観を受け入れる力を修得することが

できる。

また、国内外でのインターンシップ（就業体験）を経験することで、就職を

意識したライフデザインを考えることができる。

研修

国内研修

海外研修A

海外研修B

海外研修C

インターンシップ 

専門日本語（ホテル・観光）

専門日本語（文学・評論）

専門日本語（異文化コミュニケーション）

日本語プロジェクト教育 A

日本語プロジェクト教育 B

ハンガリー語Ⅳ

キ

ャ

リ

ア

形

成

科

目

群

語学

Reading and Writing for International Tourism 【英語・多言語運用力】

国際社会で活躍するための基本ツールとしての語学力を身につけることがで

きる。

英語では、主に観光に関わる語彙力や会話力などの修得を目指す科目や

TOEICに対応する科目などの科目を設置している。いずれも基礎レベル科目

から履修することができる。留学生向けの専門日本語では、観光に関する語

彙力を集中的に学習し、観光の現場におけるコミュニケーション力を向上す

ることができる。

また、中国語、韓国語、ハンガリー語などの基礎レベルの科目は全学部共通

基盤科目で学修することができる。

Discussion and Presentation in Tourism

共通基盤科目群より初級レベ

ルの科目を修得すること

中国語Ⅲ

中国語Ⅳ

韓国語Ⅲ

韓国語Ⅳ

ハンガリー語Ⅲ

キャリア日本語B（進学）

日本語　III

統合日本語　III

専門日本語 （福祉・介護）

全学部共通基盤科目とは、建学の精神「学問による人間形成」を力強く前進

させ、創立30年を迎えて新たな時代を切り拓いていく総合大学ならではの文

理融合型リベラルアーツ教育です。

インダストリー4.0、ソサエティ 5.0、AIとデータサイエンス、ロボティクス

の進歩などの「人類史の大きな転換」を見据え、「持続可能な開発」（サス

テイナブル・ディヴェロップメント）など複雑な現実社会の課題の解決に向

けて、各人が文理という過去の学問の境を越えて探求する精神と実践力をは

ぐくむ教育です。JIUのひとりひとりの教員が持っている力をあわせ、専門

研究の最前線における世界的視野に立って、学生一人一人の学びの充実を図

る学部の枠を超えた基盤教育です。

以下のカテゴリーに分かれています。

1.大学での学びの基盤を固める―文献を調べる、論文を書く、プレゼンテー

ションをする、議論するための基礎を学ぶ

2.現象世界をつかむ―科学と技術の未来を切り拓く実験科学の知見、数理的

思考を深める

3.現代社会の課題に挑戦する―学問の領域を超えて複眼的思考を身につけ、

複雑な現代社会の課題に挑戦する

4.歴史をひもとく―歴史を読み解く力により、現代社会の通念をうち破り、

未来社会を切り拓く

5.社会の構造的変動をとらえる―現代社会が直面する複合的な課題を構造的

に分析する力を養う

6.世界を創造する―文化、芸術、文学を全人的に体験して創造力を高める

7.知の知を追究する―人間性の本質を探究し、新しい時代の理念、理想を追

究する

8.心と身体の充実をはかるートレーニング、チームプレー、ゲーム参加など

を通して、豊かな人間性、社会性を育む

※「観光の現在と未来」は必修科目

※オレンジの科目は「選択（推奨）」科目


